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滝
の
上
に

ｉ

・

　　　

「滝
の
上
に
水
現
れ
て
落
ち
に
け
り
」

　

　

　　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　

‐
澄

　　

後
藤
夜
半
は
、
こ
の
句
で
後
世
に
残
る
俳
人
と
な
っ
た
。

‐三
木

・
藤

　　

あ
る
が
ま
ま
を
あ
る
が
ま
ま
に
詠
っ
た
こ
の
句
の
ど
こ

憲
三
払影

　

が
名
句
な
の
か
解
ら
な
か
っ
た
が
、
あ
る
時
ふ
と
思
っ
た
。

　
　
　　
　

我
々
の
体
は
、
水
の
流
れ
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
か
ら
死

ぬ
ま
で
絶
え
間
な
く
細
胞
が
死
に
、
新
た
に
生
ま
れ
る
営

み
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
体
だ
け
で
は
な
い
、
こ
の
世
の

総
て
は
常
に
生
と
死
、
創
と
滅
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
今

嘘

を
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
大
地
で
さ
え
・
絶
え
間
な
く
マ

…
ン
ト
ル
へ
沈
み
込
み
、
絶
え
間
な
く
マ
ン
ト
ル
か
ら
押
し

－蝋さ

　

出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
世
界
に
は
、

一
瞬
た
り
と
も
今
に
止
ま
っ
て
い
る

も
の
は
何
も
な
い
。

今
日
の
私
は
、
明
日
の
私
で
は
な
い
。
今
日
に
続
く
明

日
は
、
今
日
と
同
じ
明
日
で
は
な
い
。
今
日
が
ど
ん
な
に

苦
し
く
て
も
、
明
日
に
今
日
の
苦
し
み
は
な
い
。
常
に
新

た
な
水
が
現
れ
、
そ
し
て
落
ち
て
い
る
。

今
日
の
過
ち
は
明
日
に
な
れ
ば
経
験
と
な
り
、
貴
方
の

未
来
を
支
え
る
だ
ろ
う
。
悔
や
む
事
は
な
い
。
生
き
て
い

る
限
り
ど
ん
な
苦
し
み
も
明
日
に
な
れ
ば
経
験
と
な
り
、

貴
方
の
大
切
な
宝
物
の
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
絶
望
す
る

事
は
な
い
。

　

季
節
は
初
夏
、
生
命
が
世
界
に
溢
れ
出
る
。
滝
の
上
に

絶
え
間
な
く
水
が
現
れ
、
煙
き
な
が
ら
落
ち
て
い
く
。

水
音
に
体
抱
か
る
や
木
下
闇

　

な
お
規
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誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
つ

づ
け
ら
れ
る
地
域
づ
＜
り

・
ま

ち
づ
＜
り
を
す
す
め
て
い
＜
上

で

「
住
ま
い
・
医
療

・
介
護

・

予
防
・
生
活
支
援
」
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を

一
体
的
に
提
供
で
き
る

ケ
ア
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
３
年

を
経
過
し
た
＜
ら
し
の
助
け
合

い
の
会

「な
ん
な
っ
と
」
で
は
、

支
援
数
は
年
間
１
４
５
０
件
を

超
え
て
お
り
そ
の
運
動
に
感
謝

し
て
い
る
。

　

経
営
状
況
は
、
対
前
年
度
比
２２

％
の
プ
ラ
ス
で
決
算
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
は
職
員
の
努
力

の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

重
要
課
題
で
あ
る
新
施
設
建
設

計
画
案
に
つ
い
て
は

「所
長
の
後

継
問
題
」

「介
護
事
業
所
の
経
営

状
況
」

「組
合
員
の
理
解
」
な
ど

の
懸
念
か
ら
、
第
２１
回
総
代
会
に

お
い
て
賛
成
が
得
ら
れ
ず
延
期
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ゥし
で
建
設

推
進
委
員
会
で
は
、
課
題
の
解
決

と
議
論
を
深
め
る
た
め
に
、
組
合

員
及
び
職
員
へ
の
意
向
調
査
を
行
っ

た
。
法
人
所
有
地
で
複
合
施
設
建

設
を
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
多
か
っ
た
。
宝
塚
医
療
生
協
の

高
松
診
療
所
と
尼
崎
医
療
生
協
の

本
田
診
療
所
の
視
察
を
し
だ
か
、

両
施
設
と
も
新
施
設
に
よ
り
医
療

と
介
護
の
連
携
が
強
ま
っ
た
と
の

こ
と
だ
。
ま
だ
、
建
設
推
進
に
は
、

組
合
員
や
職
員
の
熱
意
、
地
域
住

民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る

と
伺
い
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
建
設
推
進
委
員
会
で
の
議
論

が
進
ん
で
い
＜
中
で
組
合
員
と
の

話
し
合
い
の
方
途
を
考
え
て
い
＜
。

後
継
所
長
確
保
の
問
題
は
、
事

業
の
根
幹
と
な
る
診
療
所
の
経
営

基
盤
の
強
化
を
進
め
る
う
え
で
も

最
優
先
課
題
と
し
て
取
組
み
を
進

め
て
き
た
。
兵
庫
民
医
連
理
事
会

に
所
長
医
師
の
派
遣
に
つ
い
て
依

頼
し
、
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、

県
連
全
体
の
取
組
み
と
し
て
派
遣

で
き
る
よ
う
努
め
る
と
の
確
認
が

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
医
師
確

保
の
課
題
解
決
の
だ
め
、
医
師
対

策
委
員
会
の
活
動
は
継
続
し
て
い

＜
の
で
、
つ
な
が
り
情
報
も
含
め

た
組
合
員
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

だ
い
。

　

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、

事
業
収
益
増
を
図
る
た
め
目
標
数

値
に
こ
だ
わ
っ
て
取
組
み
、
ま
た
、

事
業
費
用
全
般
の
ス
リ
ム
化
、
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
自
主
財
源

確
保
の
た
め
に
、
組
合
員
増
や
し

や
出
資
金
増
や
し
の
取
組
み
を
強

化
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
一
年

「組
合
員
及
び
職
員

と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
＜
り
」

が
で
き
る
よ
う
に
歩
ん
で
い
き
だ

ｔＶ

来
賓
あ
い
さ
つ

　　

、ノ
ｒ

　　　

男

党

謝
罪
鞭磯

　　　　　　　　　　　　　　　

　
　

但馬地区委員長

　

た
じ
ま
医
療
生
協
の
総
代
会
は

２４
回
目
を
迎
え
た
。
当
初
１
０
０

人
の
組
合
員
で
ス
タ
ー
ト
し
た

「た

じ
誌
医
療
生
協
」
は
２５
年
経
っ
て

大
き
＜
成
長
し
た
。
今
後
と
も
皆

さ
ん
と
．
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
。

　

２
０
１
９
年
度
の
事
業
と
運
動

の
す
す
め
方
等
、
４
議
案
を
提
案

し
た
。

出
石
支
部　　

　

　　　　　

崎

総

　　　　　

湊

出
石
支
部
は
る
つ
ぼ
う
通
信
の

手
配
り
、
担
い
手
が
増
え
て
、
動

き
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
仲
間

ふ
や
し
で
も
、
家
族
組
合
員
や
年

金
暮
ら
し
の
方
等
、
色
々
な
方
に

声
を
か
け
て
い
る
。

支
部
と
し
て
初
め
て
の
班

「カ

ラ
オ
ケ
班
」
が
発
足
し
た
。
日
高

支
部
に
も
あ
る
そ
う
な
の
で
、
交

流
カ
ラ
オ
ケ
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

楽
し
＜
－芦
刈
に
続
け
て
い
き
た
い
。

く
ら
し
の
助
け
合
い
の
会

　

「
な
ん
な
つ
こ
」

邦

　

事

田

　

理

　

「な
ん
な
っ
と
」
が
発
足
し
て

３
年
経
つ
だ
。
最
初
の
年
と
比
べ

て
、
支
援
件
数
は
３
倍
に
な
っ
て

い
る
が
、
支
援
す
る
人
は
あ
ま
り

増
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
活
動
範

囲
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
各
支

安
木

　

洪

理
事
長
あ
い
さ
つ

討

　

論

第２４回通常総代会
６月２２日（“

但馬蜜港多霊ミナルピル
多目的ホール

第１４４号 るつぼぅ通信
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部
で
な
ん
な
っ
と
の
活
動
を
広
げ

て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

日
高
支
部
で
は
、
支
部
長
を
中

心
に
支
部
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
呼
び

か
け
、
地
域
で
な
ん
な
っ
と
の
活

動
を
続
け
て
い
る
。
さ
さ
や
か
な

か
ら
も
、
こ
れ
か
ら
も
広
げ
て
い

＜
の
で
ご
協
力
を
。

朝
来
支
部

明重

　

事

立

　

理

足

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
が
揃
っ

て
お
り
、
幅
広
い
在
宅
ケ
ア
ガ
で

き
る
。

ご
利
用
者
が
ど
の
よ
う
な
人
生

を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
の
か
、
こ
れ

か
ら
先
を
ど
う
過
ご
さ
れ
た
い
の

か
を
見
極
め
、
ご
家
族
と
一
緒
に

支
え
て
い
＜
よ
う
な
ケ
ア
を
め
ざ

し
た
い
。

　

班
活
動
が
増
え
て
き
て
い
る
。

地
域
に
集
ま
れ
る
場
所
が
あ
る
の

は
い
い
こ
と
だ
。

職
員
の
発
言
よ
り
、
ご
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
期
待
す
る
。

　

今
回
は
出
石
と
朝
来
支
部
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
支
部

も
仲
間
・
出
資
金
ふ
や
し
の
目
標

達
成
と
、
活
発
な
活
動
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
職
員
の
彦
坂
陽
子
さ
ん
が

勤
続
２０
年
の
、
岡
野
真
理
子
さ
ん

が
１０
年
の
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
は
、

出
席
総
代
の
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

２
０
１
９
年
度
総
代

長
野

　

桂
子

　

福
井

　

茂
夫

　　　　　　　　　　　　　

福
井

　

和
佳

前
田

　

嶺
子

新
田
・中
筋
支
部

井
上

　

久
子

岡
田

　

照
江

金
津

　

久
子

小
西

　

一
美

宿
院

　

倭
代

高
橋

　

増
子

　

田
中

　

貞
子

　

西
田

　

静
香

村
岡

　

鹿
子

和
田

　

和
人

神
美
支
部

　

岡
本

　

邦
夫

　

田
和

　

良
樹

平
尾

　

幸
子

村
尾
八
恵
子

和
田

　

妙
子

鶴
城
支
部

稲
葉

　

麗
子

越
智
さ
か
枝

高
垣

　

圭
介

中
島

　

嗣
夫

宮
本

　

加
代

亀
城
支
部

　

足
立
美
都
子

岩
根

　

光
男

高
尾
伊
津
美

千
葉

　

保
子

森
田

　

治

北
西
支
部

上
田

　

伴
子

岡

　

美
佐
子

奥

　　

君
子

神
尾
与
志
度

島
貫

　

敏
乃

高
田

　

雅
子

高
見

　

久
子

南
北
美
津
枝

藤
田
喜
久
子

八
木
田
百
合
子

田
中
千
代
野

中
島

　

昌
己

美
藤

　

竹
乃

吉
岡

　

喜
好

岩
崎

　　

勇

正
垣

　

利
秋

竹
中

　

明
規

福
井

　

康
子

稲
葉

　

一
明

河
本

　

直
枝

千
葉

　　

格

西
垣

　

桂
子

山
西

　

洋
平

中
家

　

和
美

福
井

　

和
佳

松
永

　

幸
子

村
岡
ま
ゆ
み

米
田
も
と
み

日
高
支
部

朝
尾

　

文
子

　

岡
本

　

３
介

曽
我

　

律
子

長
岡

　

正
樹

柳
沢

　

義
春

朝
来
支
部

雑
賀

　

睦
子

　

藤
室

　

清
子

や
ぶ
支
部

上
田

　

政
己

津
崎

　

和
男

さ
だ
み
支
部

木
下

　

哲
学

高
尾

　

仁

西
村

　

素
子

美
方
支
部

石
津

　

信

谷
□

　

紀
子

出
石
支
部

　

田
中

　

早
苗

道
北
紀
代
江

山
本

　

三
郎

職

　

員
岡
野
真
理
子

瀬
渡
亜
由
美

福
井

　

秀
男

村
上
奈
緒
美

宮
本

　

利
明

八
木

　

哲
夫

和
田

　

忠
司

岡
本

　

智
子

小
坂
み
ど
り

中
嶋
八
重
子

宮
嶋
恵
美
子

波
多
野
増
美

前
田

　

恵
利

雲
田

　

正
年

藤
原

　

広
巳

小
林

　

良
子

高
尾

　

利
美

平
井

　

康
正

　
　

　

　
　

南
垣
久
美
子

西
野

　

信
義

湊
崎

　　

博

小
谷

　

文
子

津
称
鹿
佳
代

真
狩

　

真
実

山
崎

　

順
子

　

６
月
２８
日
に
、
認
知
症
に
つ
い

て
学
ぶ
会
を
行
う
。
組
合
員
以
外

も
含
め
２８
人
が
参
加
予
定
だ
。
加

入
を
す
す
め
、
仲
間
を
増
や
し
た

い
。
了
月
か
ら
は

「お
し
ゃ
べ
り

カ
フ
ェ
」
と
し
て
、
月
一
回
班
会

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

支
部
と
組
合
員
さ
ん
を
つ
な
ぐ

「あ
さ
ご
通
信
」
を
毎
月
発
行
し

て
お
り
、
１
ｏ
ｏ
ｇ
の
発
行
ま
で

が
ん
ば
り
た
い
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
え
か
お

　　　

．・

　　

′

　　

実

　
　
　　

　　　　

真

え
か
お
に
は
理
学
療
法
士
、
作

表

　

彰

採

　

決

第１４４号るつぼぅ通信２０１９年７月１５白（３）

「ぐち錫の困りごとを解決し
健壕悪舞心し定住募っびけられるまちび側をすすめよう－



．１
．・１
：
１
，．１
：
１
：
１
：
１
：
－
：
－
：
－
：
ー
：
－
．・１
：
－
・・－
・・－
・・－
・・ー
：
－
：
－
：
－
：
－
‘・ー
・・ー
，一

がんセンタ■で先生から手術方針を聞きました。

　　　　　　　　　　　　　　　

－

：鵬嘉島慶ぞ漣まき盗簿闇雲曜～皿個取りトダデポ

　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　　

　

　　

　　　

　　

　

病状がどこまで進んでいるかを把握するとのことでした。

　　　　　　

メメ

　

ヘ

　

！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　
　　　

　

　

がんセンターに入院、 この日も多＜の患者さんの入院がありました。 私は色々

　

ｉ
な人とふれ合うことによって 「がん」 のことをもっとよく知りたいと思い、 個

　

ｉ

室ではな＜６人部屋を希望しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

主治医も決まり、手術について大変丁寧な説明がありました。 私のがんー、 ス

　

！

テージ１１１とのことで、 やはりそこまで進んでいるのかという気持ちになりまし １
だ。 開腹してみないと詳しいことは分からないという２とでした。

　　　　　　　

－
手術室の看護師さん、 －ＣＵの看護師さん、 麻酔科の先生が次々と説明に来て

　

…
＜ださいました。同室の２人の方々から抗がん剤の大変さを聞き、 抗がん剤を

　

ｉ
しな＜ても良いようにと祈っていました。 夕方娘たちが来て＜れました。

　　　　

ｉ

いよいよ手術の日です。娘たちに見守られながら、 ５時間の手術予定で入室し

　

！
ました。 結局９時間かかった手術でした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

手術の時間が長かったせいもあり、 手術の次の日には多＜の人が歩いているの

　

…

ですが、 私はとても歩ける状態ではありませんでした。それでも週間後に抜糸 １
を終え、 １０月１４日に無事退院することができました。

　　　　　　　　　　　

，

２０１９年７月１５日（４）

子邦田和

　

ト

　　

ン〆

　
　　
　

　　
　
　
　
　

日

　　　　　　

日

　
　

　　　　　　　　

　　　

月

　　　　　

月

（＝）

　　　　　　　　

（＝）

日

　　　　

日

４

　　　　　　

５

月

　　　

月

（＝）

　　　　　

（＝）

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

な
ん
な
っ
と
総
会

　

５
月
四
日
、
新
田
地
区
］
ミ
ュ

ー
：
ブ
イ
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

３４
人
の
参
加
で
研
修
室
の
椅
子
が

足
り
な
い
＜
ら
い
で
し
た
。

第
１
部
は

「え
か
お
」
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ヤ
１
宮
田
由
紀
さ
ん
に
「利

用
者
と
の
対
応
の
心
得
と
緊
急
時

の
留
意
占
ご
と
題
し
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
、
実
際
に
活
動
し
て
い

る
支
援
者
か
ら
の
質
問
に
も
丁
寧

に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
総
会
で
は
、
昨
年
度

の
ま
と
め
と
本
年
度
の
方
針
、
運

営
委
員
会
の
体
制
な
ど
を
提
案
し

平
和
行
進

　

６
月
に
富
山
を
出
発
し
た
国
民

平
和
大
行
進
日
本
海
］
１
ス
は
、

河
梨
峠
で
京
都
か
ら
兵
庫
に
引
き

継
ぎ
ま
し
た
。
７
月
４
日
に
但
馬

に
入
り
、
９
日
に
鳥
取
に
引
き
継

ぐ
ま
で
、
但
馬
各
地
で
平
和
を
訴

え
て
歩
き
ま
し
た
。

　

た
じ
ま
医
療
生
協
は
６
日
の
養

父
・
八
鹿
コ
ー
ス
を
担
当
し
、
社

保
平
和
委
員
会
の
メ
ン
バ
１
を
中

心
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

行
進
は
、
８
月
４
日
か
ら
広
島

で
行
わ
れ
る
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
に
向
け
て
続
き
ま
す
。

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
初
年
度
の

総
会
で
決
定
し
た
会
則
に
は
３
年

経
過
し
た
中
で
、
変
更
す
べ
き
事

柄
が
あ
り
一
部
改
正
の
提
案
も
し

ま
し
た
。
ま
た
登
録
料
・利
用
料
・

支
援
費
な
ど
の
取
り
扱
い
が
、
ス

ム
１
ズ
に
間
違
い
な
＜
行
え
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
万
、

支
援
員
の
確
保
が
一番
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
新
し
い
体
制
の
下
で
、

「な

ん
な
っ
と
」
が
出
発
す
る
こ
と
が

で
き
た
総
会
で
し
た
。

各
地
で
行
わ
れ
た
集
会
に
は

「ヒ
バ
ク
シ
ヤ
国
際
署
名
」
が

届
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
国
連
に

提
出
さ
れ
ま
す
。

参
加
し
た
万
は
「平
和
を
訴

え
て
歩
き
続
け
、
美
し
い
自
然

や
あ
た
た
か
い
人
々
に
触
れ
て

本
当
の
平
和
の
意
味
が
わ
か
り

ま
し
た
」
と
、
し
み
じ
み
と
語
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界

の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
声
を
上
げ
続
け
ま
し
よ
う
。

．‐

第１４４号

“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＝

－
三

　

ろ

っ
ぼ

り
憐

匂

箱

　

Ｊ
ｉ
ｉ
－
－
ｉ
ｌ
…
－
－
三
－
－
－
－
－
－
…
－
－
き

・
夏
空
に
で

っ
か
い
地
図
を
描
い
て
み
る

・
わ
が
影
を
追
い
つ
つ
畑
の
草
を
引
く

梅
雨
の
晴
れ
間
の
朝
の
仕
事
に

西
野
一
滴

　　　

市
川

辿
ｉ
＝：＝＝：＝＝ニニニニ＝＝＝＝＝：ニニニニ：＝…
…
＝：ニニニニニニニニニニニニニニ…
：：ニニニニニニニニニニ：：：＝：：＝：：ニニニニニ…
：＝
＝も

　　　
　　

キーき ざ 輔
導
－～

！

　　

．灯

　

　

　

末

　

で
ま

　　

後

張

川
勝劇

続什ていきすか？
健康チャしンジ

るつぼぅ通信

「がん」と向き合って６
７． がんの手術 （２０１２年）



　　　　▲４るつぼぅ通信２０１９年７月１５日（５）

虹
の
ひ
ろ
ば

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

５
月
２７
日

（月
）
玄
武
洞
ス
ポ
１

ツ
公
園
で
行
い
ま
し
た
。

強
風
が
吹
き
荒
れ
ボ
ー
ル
が

思
わ
ぬ
方
に
転
が
っ
て
い
＜
中
、

８８
人
の
参
加
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。

次
回
は
秋
に
２０
回
目
の
記
念

大
会
を
行
う
予
定
で
、
賞
品
も

少
し
は
豪
華
に
す
る
つ
も
り
で
す
。

日
程
等
決
ま
り
次
第
る
つ
ぼ

う
通
信
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　　　

　　
　

　

　　

　　　　

「
：
も
む
ｒ

　

　　　

　　

　

日
高
支
部

　　

カ
ラ
オ
ケ
班
発
足

　

５
月
２３
日
初
め
て
班
会
を
行
い
、

５
人
が
順
番
に
２
時
間
熱
唱
し

ま
し
た
。
６
月
１２
日
の
班
会
の

参
加
者
は
４
人
だ
っ
た
の
で
、

今
後
は
組
△□員

て
い
き
た
い

で
す
。　　
　

月
■
回

開
催
。

各
地
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　

き
た
み
支
部
が
７
月
８
日
に
、

恒
例
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を

行
い
ま
し
た
。

朝
来
支
部
で
は
７
月
２８
日
に
、

出
石
支
部
で
も
７
月
末
～
８
月

に
行
う
予
定
で
す
。

　

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
わ
い
わ

い
楽
し
＜
、
お
い
し
い
物
を
食

べ
て
暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
よ

一つ
！新

し
い
班
活
動
も
次
々
と

　

出
石
支
部
で
は
「カ
ラ
オ
ケ
班
」

が
、
朝
来
支
部
で
は

「
お
し
ゃ

べ
り
カ
フ
ェ
」
が
活
動
を
開
始

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し

＜
は
各
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ

＜
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
　

……

　

だ
じ
ま
医
療
生
協
の
設
立
に
醐

一一携
わ
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
運
細

……動
を
大
き
＜
発
展
さ
せ
る
こ
と
粥

一一に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
朝
倉
宣
一

……

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…

一一征
さ
ん
が
、
５
月
２４
日
に
お
亡
一

……＜
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
一

－－
で
お
悔
や
み
申
し

　　　　　　

…

……上
げ
ま
す
。

　

　

　

　　　

　

　　

　

　　

　　　

メ
ダ

　
　

／●－

　　　　　　　　　　　　　

′

　　

・

　　　　

、●●●

　

′

今
年
の
総
代
会
に
寄
せ

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

数
は
？④

３１
⑥
豹

◎
５１

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
１
ル
、

ま
た
は
待
合
室
の
応
募
箱
に
て
、

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生
協
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を
添
え

て
「た
じ
ま
医
療
生
協
ク
イ
ズ
係
」

ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

様
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を

お
忘
れ
な
＜
。
当
選
者
は
次
号
の

る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。

　

そ
の
さ
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
記

載
を
ご
希
望
の
万
は
、
併
せ
て
ご

記
入
＜
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
８
月
１５
日
で
す
。

　　

ご
意
見
・ご
感
想
よ
り

●
な
ん
な
っ
と
の
支
援
会
員
に
登

録
し
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
か

ら
感
謝
さ
れ
て
、
充
実
し
た
日

　

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

●
今
年
は
梅
雨
入
り
が
遅
＜
、
畑

　

が
干
上
が
っ
た
。
夏
は
暑
す
ぎ

　

な
い
程
度
で
終
わ
っ
て
ほ
し
い
。

●
色
々
な
も
の
の
字
が
小
さ
く
て

　

読
み
に
＜
＜
な
り
ま
し
た
。
で

　

も
新
聞
な
い
と
さ
び
し
い
か
ら

や
め
ら
れ
な
い
し

…
。
少

　

し
で
も
世
間
と
つ
な
が
っ
て
い

　

た
い

一
人
ぐ
ら
し
で
す
。

前
回
の
ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中

か
ら
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｙ
さ
ん

　　　　

（豊
岡
市
）

爽
快
総
会
さ
ん

　

（豊
岡
市
）

０
０
７
さ
ん

　　

（豊
岡
市
）

師

　

土

　

士

　

－

　
　

訪

　

理

　

作

　　

：
Ｌ

へ

　

糟

診 療 時 間

＼
月 火 水 木 金 土

前
衛

午
瀞

○ ○ ○ ○ ○ ○

午

　

後
繰

等
就

種
僻

腕
ｖ

．
紛

診
２

往
印燃

／
間
備

　

～

夜
附

○

　

／

　

○

　

／

　

○ ／

日曜・祝日休診
８月１３日（火）、１４日（水） はお盆休診いたします。

　　

＼る つ ぼ う 診”… 所 ド「一

　　　　　　　　　　　

Ｌ」〒６６８Ｏ８５１豊岡市今森４６５１ 窄養：手８９ろ

〒６６８‐０８５２豊岡市江本３９６‐１１０１号・１０２号

居宅介護支援事業所ぇかお‐幸三宣：：二醍量

訪問看護ステーションぇかお千ｇにＢｉｇ量

ヘルパーステーションｉミガお手鯵に宣子三３

訪問入浴サービス，ミかおョ１三宝 手当ｇ
時７

十

存じま医療生協クイズ係

　

ＦＡＸ０７９６‐２４‐７０１０

メールアドレス

ｉｎｆｏ＠ｔａｉｉｍａ－Ｃｏｏｐ．ｃｏｍ



第１４４号 るつぼぅ通信 ２０１９年７月１５日（６）

◆材料４人分◆
サワラ （切り身） ……‐‐……………２切
ナス…………………………２本 （１５０ｇ）
かぼちゃ

　

……………………………１５０ｇ
サヤインゲン…………………………６０ｇ
お＜５ （又はシシトウガラシ）

…－…．…４本 （８本）
赤パプリカ…………‐‐…………“・・”１個
塩………………………………………少々
揚げ油‐‐……………‐‐………………適宜

片栗粉………………… 大さじ１ （９ｇ）

　

′みりん……………………………５０ｃｃ

　　

しようゆ…………………………５０ｃｃ
Ａ

　

昆布……………………………５ｃｍ角

　

削り節……………………………１０ｇ

　

＼ 水・…… …－…・…－１カッ プ （２００ｃｃ）

て２（漉をすき Ａ
⑤

＜を
④

油野 彼 温請 か７ た切とイ幅か目皮て
②

を
◆

も５スしひろ

　　

の器ま拭①を菜揚側度てぽｏ揚幅とるしンのぽを目縦ナふっサ 作
よ０トてと場麺

　

麺にぷいの切 もげかを取ち℃ げに種

　

ｏてゲ＜ち入に横ス っにワ リ
しきョ顎富三が 鰐き岐髭霧要望鯵鋸瀕参学豪を鋸方

　

を ト

　

０ち Ａを

　

を④揚栗ラあとそれてす３ ） 中

　

ｏリ リ ３両に７

　

０状 に 左 分

　

、１
利タ 市さの手

　

かをげ粉の＜揚の

　

、ナ

　

ｏ分に温

　　

、力等端切～

　　

の切をお塩切
用イ 販せ材作

　

け盛ろを水

　

０げ他色ス少程熱（

　

縦は分をる８ 切り除＜少れ

　

しプ品て料り

　

ろり

　

０導 け

　

てのよを し揚 し １

　　

２ へ に 落 ｏ脚

　

り

　

、い

　

０々 を

　　

－－
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”金 曜海おれｆ一畑れ話
第９回 出石有子山城

　

出石有子山１ 少し急ですが、 ゆつ＜り登れば１時間足らずで頂上の山城につきます。 この山城は最初に
山名祐豊か築城したそうですが、１５８０年頃、 羽柴秀長の攻撃によって落城しました。その後羽柴秀吉の家
臣であった藤堂高虎が再建したと伝えられています。藤堂高虎は浅井長政・豊臣秀吉・徳川家康と主君を
替えた武将でしたが、 加藤清正と並び評される城づ＜りの名人でした。その彼が最初に作ったのが、この
出石有子山城だと言われています。
藤堂高虎は但馬地方を支配するため香美町小代を攻めましたが、 －撰にあって一時敗退しました。その

後勝利しましたが、 見せしめに虐殺をしたようで、 地元の小代では評判が良＜ありません。
有子山の西の廓付近には山城の石垣を大きな岩石から切り出した跡があります。 有子山を作っている安

山岩に列状ｆ２クサビ穴を作り、 そこに鉄の矢ジ１ノを入れて大きなハンマーで叩きます。 するとクサビの列

で岩かパカッと割れます。 まさにこの作業をした４４０年前の様子が想像できます。割った石を頂上まで運
んで石垣を作った人々の苦労を思い起こしながら石垣を眺めるのも興味深いことです。
昔の人々の生活や歴史文化などを見ると、 大地や自然環境との関わりが大変深いことが見えてきます。

大地の保護や活用を先人たちの知恵に学ぶことができます。
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